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～障害のある人が、災害支援をしやすい仕組みを～ 

 

 

～障害のある人からの SOS相談お待ちしています！～ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

聴覚障害のある私が初めて能登半島災害支援に参加し、障害者の社会参

画として被災地支援の意義を強く感じています。初日の打ち合わせは要約

筆記の情報保障があり、不安はすぐに解消されました。48 クールの仲間

は、難聴者のコミュニケーション方法を自然に理解し、温かい配慮をしてくれ

ます。互いを尊重し合う姿勢は、きっとそれぞれの支援の場に生かされるも

のと信じています。障害のある人が災害支援をしやすい仕組みを整えること

が重要だと感じます。私の支援拠点は輪島市の多機能型ライフサポート「一

互一笑」、昼食準備や生活支援を通して、多くの素晴らしい出会いがあり、こ

の貴重な時間を毎日感謝しながら過ごしました。 

南由美子（東京・全難聴） 

  

 

協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

3 日間の支援活動を通し、いろいろな方々とのネットワークを結ぶことができ

有意義な活動でした。一方、様々なニーズを持つ方々への理解を深めることの重

要性を改めて認識いたしました。特に、（聴覚に）障害のある方とのコミュニケー

ションにおいては、時間的な制約もあり、十分な情報交換ができなかったことへ

の課題を感じています。現在、インフラ整備が急務である能登において、マンパワ

ーによる支援は不可欠です。その上で、よりきめ細やかな支援を実現するために

は、当事者の方々が抱える潜在的なニーズを把握する仕組みづくりが、今後の重

要な鍵になると感じました。                  宮本忠司（東京・全難聴） 

 

 

聴覚に障害のある外国の人への配慮 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing


 

～自分たちに何ができるのか？～ 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULR と QRコード 

発災直後から、自分たちに何ができるのか?職場でも話し合い考え合い活動をしてきました。そして、今回 48 クー

ルに参加しました。印象に残った事が 2 つあります。1 つ目は、公費解体の片付け支援です。山間のどかな地域で暮ら

されて来たことが伝わるお宅でした。いろいろなものが溢れていましたが、本人がいない環境の中での処分について

は、同じクールのメンバーと話し合い手元に届けてほしい思いを伝え支援しました。2 つ目は、仮設住宅に暮らすお宅

訪問です。生活状況や困り事や考えている事等が聞き取れ、包括支援センターへ報告した事で検討される内容もありま

した。ケアマネさんは、本人と話をする時間が取れていなかったと気にされていましたが、代役でも聞き取りが出来て

よかったです。今回の支援は、特別な支援ではなく、日々行っている仕事や生活につながる事だと感じました。今後に

もつなげていきたいと思います。                                  南美由紀（福井・ハスの実の家） 

 

普段は JDF 事務局で支援活動全体の調整業務を行っているが、今回は初めて支援スタッフとして 1 週間の活動に

参加した。これまで日報でしか存じ上げなかった障害のある方の通院支援も担当した。JDF の支援がなくなると移動

手段がなく厳しいこと、今後とも地域で暮らしたいが、そうもいかない事情があり、老人ホームの入所手続きを行って

いることなどを話してくださり、お一人お一人の暮らしをどう支えていけるのかについて、改めて考えさせられた。ま

た、お会いした事業所や行政の担当者の皆さんも、JDF の支援の継続を望まれている。市街地の復興は進んでいるよ

うにも見えるが、奥能登ではまだ被災したままの町並みも多く残されている。どのように今後の活動を進め、それを地

元の資源に引き継いでいけるかを、考えていかなければならない。 原田潔（東京・日本障害者リハビリテーション協会） 

 

地震発生から時間が経ってなお大変な思いを強いられている当事者の皆さまや支援者の方々にとって何か少しで

もお力になることがあればと思い参加しました。振り返ると、どれだけのことができたか心細いところですが、貢献度

がゼロではなかったと信じ、それでよしとしたいと思います。同じ思いで全国から馳せ参じた今回の、そして今までとこ

れからのチームへの連帯の気持ちと、なにより自らも被災しながら強い覚悟を持って障害福祉の現場を守っておられ

る現地の支援者の皆さんへの敬意。同じ覚悟が果たして自分にあるのかを問いながら自分の現場に戻ります。 

甘糟直行（神奈川・NPO法人動ホームしもごう） 

 

 

JDF 能登半島地震支援センターの活動援助をして頂いている「ヤマト福祉財団」の井上

常務理事、渡辺シニアマネージャー、原広報担当者が取材訪問していただき、被災地視

察、障害のある人の状況についてお話しさせていただきました。ありがとうございます！ 

 

 奥能登の春を彩る花、のとキ

リシマツツジが満開です。 

 このきれいに咲いた花が、被

災地の痛みを和らげて欲しい。 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1

